
神か
ん
な
づ
き

無
月　
第
６
９
２
号

来
年
、
御
代
替
わ
り

を
迎
え
る
。
御
代
替
わ
り
で
は
伝
統
に
則

り
多
く
の
祭
祀
・
儀
礼
が
行
わ
れ
る
が
戦

前
は
、大
日
本
帝
国
憲
法
と
同
格
の
皇
室

典
範
や
そ
れ
に
基
づ
く
登と

う

極き
ょ
く

令れ
い

等
に
そ
の

規
定
が
記
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
戦
後
、皇

室
典
範
は
一
法
令
に
格
下
げ
さ
れ
、
三
種

の
神
器
や
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

等
に
つ
い
て
の
文
言
が

無
く
な
っ
た
▼
御
代
替
わ
り
に
お
い
て
行
わ

れ
る
一
世
一
度
の
重
儀
・
大
嘗
祭
は
、新
帝

御
自
ら
こ
の
祭
儀
の
為
だ
け
に
設
け
ら
れ

た
大
嘗
宮
の
悠ゆ

紀き

殿
・
主す

基き

殿
に
お
い
て

新
穀
を
天
神
地
祇
に
献
じ
、御
自
身
も
食

さ
れ
、国
家
・
国
民
の
安
寧
を
祈
ら
れ
る
。

前
回
、
平
成
の
御
代
替
わ
り
で
の
大
嘗
祭

で
は
、現
行
の
皇
室
典
範
に
規
定
が
な
く
、

ま
た
日
本
国
憲
法
が
規
定
す
る
政
教
分
離

の
原
則
の
も
と
様
々
な
議
論
が
起
こ
っ
た
。

御
位
の
継
承
が
不
安
定
で
あ
っ
た
の
は
否

め
な
い
▼
戦
前
は
国
家
元
首
と
さ
れ
現
在

も
そ
う
み
な
さ
れ
る
天
皇
の
皇
位
継
承
が

政
教
分
離
と
い
う
現
憲
法
が
規
定
す
る
原

則
に
よ
っ
て
不
安
定
で
あ
る
こ
と
は
不
可
解

で
な
ら
な
い
。
新
帝
の
御
代
で
は
、こ
れ
ら

の
矛
盾
が
整
理
さ
れ
る
事
を
願
う
。	（
松
）
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世
界
遺
産
劇
場

戸
畑
祇
園「
天
籟
寺
大
山
笠
」奉
納

世
界
文
化
遺
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登
録
一
周
年
記
念

市
川
海
老
蔵
特
別
奉
納
公
演

和
楽
器
バ
ン
ド
単
独
奉
納
ラ
イ
ブ
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「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
一
周
年
を
記
念
し
て
世
界
遺
産
劇
場
と
題
し
、九
月
十
五
日
に

和
楽
器
バ
ン
ド
単
独
奉
納
ラ
イ
ブ
、十
七
日
に
市
川
海
老
蔵
特
別
奉

納
公
演
が
辺
津
宮
に
て
行
わ
れ
た
。

十
五
日
に
奉
納
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
、和
楽
器
バ
ン
ド
は
尺
八
、琴
、

三
味
線
、和
太
鼓
の
和
楽
器
に
ギ
タ
ー
、ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
の
洋
楽
器

を
加
え
、ボ
ー
カ
ル
は
詩
吟
の
師
範
代
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

当
日
は
和
楽
器
と
洋
楽
器
の
音
色
が
境
内
に
響
き
わ
た
り
約
二
千

名
の
来
場
者
は
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

十
七
日
は
市
川
海
老
蔵
特
別
奉
納
公
演
と
併
せ
、ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
の「
戸
畑
祇
園
大
山
笠
」の
天
籟
寺
大
山
笠
が
登
場
し
た
。

大
山
笠
は
、日
中
、昼
の
姿
の「
幟
山
笠
」で
本
殿
へ
奉
納
参
拝
。

奉
納
公
演
の
合
間
の
十
九
時
頃
に
は
、
舞
台
会
場
へ
と
進
み
、「
五

段
上
げ
、開
始
」の
掛
け
声
で
十
二
段
三
〇
九
個
の
提
灯
が
積
み
上

げ
ら
れ「
提
灯
大
山
笠
」が
姿
を
現
し
、約
三
〇
〇
〇
人
の
観
客
を

魅
了
し
た
。
昼
の
幟
山
笠
と
は
打
っ
て
変
わ
り
幻
想
的
な
風
景
と
な

り
、歌
舞
伎
と
と
も
に
世
界
遺
産
劇
場
の
締
め
く
く
り
を
飾
っ
た
。

世
界
遺
産
登
録
一
周
年
を
記
念
し
開
催
さ
れ
た
世
界
遺
産
劇
場
。

二
日
間
で
バ
ン
ド
の
演
奏
、歌
舞
伎
、山
笠
奉
納
と
行
わ
れ
、音
楽

と
芸
能
、有
形
と
無
形
の
文
化
交
流
が
行
わ
れ
た
神
人
和
楽
の
一
時

を
体
現
す
る
素
晴
ら
し
き
日
と
な
っ
た
。

有
形
・
無
形
文
化
遺
産
の
共
演

3



沖津宮神迎え神事・造営日記

沖
津
宮
神
迎
え
神
事 

斎
行

十
月
一
日
～
三
日
に
て
斎
行
さ
れ
る
、秋
季
大
祭

に
先
立
ち
神
迎
え
神
事
が
九
月
十
二
日
行
わ
れ
た
。

こ
の
神
事
は
沖
津
宮
の
田
心
姫
神
の
御
神
璽
を
、

中
津
宮
に
迎
え
る
神
事
で
あ
る
。

十
二
日
七
時
三
十
分
、
奉
仕
船「
第
七
春
日
丸
」

（
船
長
＝
佐
藤
一
樹
）に
宮
司
以
下
神
職
、沖
中
両
宮

奉
賛
会
会
員
ら
が
乗
り
込
み
大
島
を
出
港
。
時
化
模

様
の
な
か
玄
海
灘
の
荒
波
を
進
み
八
時
二
十
分
、沖

ノ
島
に
到
着
し
た
。

到
着
後
、海
中
に
て
禊
を
行
い
、沖
津
宮
本
殿
改

修
中
の
為
、末
社
大
神
宮
に
て
出
御
祭
を
斎
行
。
出

御
後
は
御
座
船
に
奉
安
し
、沖
ノ
島
を
後
に
し
た
。

午
後
一
時
、
多
く
の
島
民
に
迎
え
ら
れ
大
島
へ
到

着
。
島
内
を
神
幸
後
、中
津
宮
本
殿
に
て
入
御
祭
を

斎
行
し
、御
神
璽
が
中
津
宮
へ
納
め
ら
れ
た
。

十
月
一
日
の
み
あ
れ
祭
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

沖
津
宮
社
殿
保
存
修
理
工
事

細
部
の
調
整
を
残
す
が
、九
月
に
沖
津
宮
修
復

工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
を
迎
え
た
。
中
旬
に
神
饌
所

の
改
造
を
主
と
し
た
木
工
事
、屋
根
葺
き
替
え
を

主
と
し
た
板
金
工
事
が
概
ね
終
了
し
、下
旬
に
は

足
場
が
解
体
さ
れ
、犬
走
り
が
修
繕
さ
れ
た
。
業

者
の
方
々
に
は
孤
島
で
の
不
便
な
作
業
に
も
か
か

わ
ら
ず
真
摯
に
工
事
を
進
め
て
戴
き
、よ
う
や
く

の
完
了
で
あ
る
。
今
後
は
設
計
監
理
者
と
工
事
完

了
の
検
査
を
行
い
、手
直
し
作
業
を
終
え
た
う
え

で
社
殿
装
飾
、遷
座
祭
に
向
け
て
準
備
を
整
え
る
。

造
営
日
記
44神饌所

足場解体

出御される御神璽

第七春日丸

4
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神宮神宝より紐解く

製
作
図
面（
二
）

図
面
は
作
図
の
手
法
に
よ
り
二
種
に
大
別
さ
れ
ま

す
。一
種
は
墨
液
に
よ
る
描
線
の
み
の
図
面
と
、他
の

一
種
は
日
本
画
用
絵
具
に
よ
る
彩
色
図
面
で
す
。
前

者
は
一
枚
の
作
図
に
平
均
で
数
日
か
ら
二
週
間
程
度

を
要
す
る
為
、一
枚
の
図
面
上
に
日
毎
の
描
線
に
濃

淡
が
生
じ
な
い
よ
う
墨
の
濃
度
を
毎
日
一
定
に
保
つ

べ
く
、
作
図
に
着
手
す
る
前
に
そ
の
日
の
墨
の
液
汁

を
作
る
作
業
か
ら
始
め
ま
す
。
神
宝
図
面
の
描
線
は

極
め
て
高
い
精
度
を
要
す
る
為
、僅
か
な
埃
も
線
を

乱
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
為
一
定
の
濃
度
に
合

わ
せ
た
墨
の
液
汁
は
、墨
に
含
ま
れ
る
必
要
以
上
の

膠に
か
わの

粘
り
と
液
中
に
混
ざ
っ
た
埃
を
除
く
た
め
更
に

液
汁
を
平
絹
で
漉
し
て
使
用
し
ま
す
。

後
者
の
彩
色
図
面
は
主
に
織
物
や
組
物（
組
紐
）の

配
色
ほ
か
、御
料
の
中
で
彩
色
に
よ
る
装
飾
が
な
さ

れ
て
い
る
部
分
等
の
文
様
配
色
を
指
定
す
る
た
め
の

図
面
で
す
。
こ
の
彩
色
図
面
は
昭
和
四
年
の
第

五
十
八
回
以
降
諸
般
の
事
情
か
ら
各
回
遷
宮
に
際
し

彩
色
図
面
の
一
部
の
み
を
描
き
改
め
て
そ
の
準
備
と

す
る
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
第
六
十
二
回
の

折
は
筆
者
の
彩
色
技
術
を
以
て
所
定
の
九
十
枚
に
な

る
全
彩
色
図
面
を
八
十
年
振
り
に
描
き
調
え
次
回
以

降
へ
の
備
え
と
致
し
ま
し
た
。
一
回
の
遷
宮
に
際
し

て
描
き
調
え
る
図
面
の
数
は
ほ
ぼ
一
千
枚
で
、装
束

神
宝
の
形
状
と
構
造
、各
部
位
に
付
す
文
様
と
文
様

配
置
、そ
れ
ら
の
寸
法
が
各
々
一
枚
の
図
面
上
に
詳

細
に
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
示
さ
れ
る
寸
法
は
尺
、

寸
、分
、厘
で
表
示
さ
れ
、図
上
で
は
一
〇
分
の
一
ミ

リ
に
も
相
当
す
る
数
値
が
指
定
さ
れ
、特
に
形
状
に

お
い
て
の
精
確
さ
を
期
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
装
束
神
宝
の
調
製
は
仕
様
に
従
っ
て
各
工
程
が

手
順
を
追
い
乍
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
造
形
が
完
成
し
、

用
い
ら
れ
る
技
術
も
数
十
余
種
の
技
法
が
複
合
的
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
図
面
で
は
各
部
位
に

用
い
ら
れ
る
技
術
の
施
工
範
囲
を
各
工
程
別
に
図
上

に
示
し
、用
い
る
技
法
と
寸
法
を
担
当
の
調
製
者
に

図
上
で
指
示
し
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
図
面
は
各

工
程
の
調
製
担
当
者
が
図
面
上
に
指
示
さ
れ
た
通
り

忠
実
に
自
ら
の
担
当
範
囲
を
施
工
し
て
、次
の
工
程

担
当
者
に
齟
齬
な
く
製
作
移
行
す
る
事
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
製
作
図
面
を
基
準
と
す
る
調
製
各

工
程
の
集
積
は
、や
が
て
精
緻
な
形
状
を
有
す
る
装

束
神
宝
の
造
形
と
し
て
完
成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ

で
技
師
が
行
う
図
面
製
作
は
原
図
面
に
ひ
た
す
ら
忠

実
に
、形
状
或
い
は
文
様
形
態
の
造
形
本
質
を
的
確

に
把
握
し
、原
図
を
凌
駕
す
る
造
形
理
念
を
以
て
事

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
原
図
の
示
す
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
担
当
す
る

技
師
に
は
高
度
な
造
形
美
に
関
す
る
見
識
と
、そ
れ

ら
を
実
際
に
描
き
写
す
事
が
出
来
る
技
術
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
筆
者
が
在
籍
し
た
造
営
庁
神
宝

装
束
部
に
は
、各
回
遷
宮
に
お
い
て
謹
写
さ
れ
た
先

輩
技
師
の
手
に
よ
る
製
作
図
面
が
保
管
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、そ
の
一
枚
一
枚
は
担
当
技
師
の
魂
を
見
る

如
く
丹
念
に
線
が
置
か
れ
、そ
れ
は
あ
た
か
も
緻
密

な
絵
画
資
料
の
様
で
刷
物
で
は
到
底
及
ぶ
事
の
な
い

厳
粛
な
緊
張
感
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
図
上
に
示

す
調
製
理
念
が
、製
作
現
場
各
々
の
職
方
に
そ
の
指

針
と
し
て
伝
達
さ
れ
、や
が
て
御
料
が
形
造
ら
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

９

元
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
　
釆
野
　
武
朗

神
宮
神
宝
よ
り

紐
解
く
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藤ふ
じ

原わ
ら

隆た
か

頼よ
り

譲ゆ
ず
り

状じ
ょ
う

承
久
三
年（
一
二
二
一
）七
月
二
十
一
日

沙し
ゃ

弥み

昌し
ょ
う

仏ぶ
つ

譲ゆ
ず
り

状じ
ょ
う

嘉
禎
三
年（
一
二
三
七
）二
月
十
二
日

受
け
継
が
れ
た
証
文
②

藤
原
隆
頼
は
、源
頼
朝
か
ら
厚
意
と
し
て
肥
前
国

晴は
る

気け

領
を
与
え
ら
れ
た
。
隆
頼
は
そ
の
領
地
を
息
子

の
藤
原
成な

り
す
け亮

に
譲
与
し
、あ
わ
せ
て
頼
朝
か
ら
賜
っ

た
書
状
も
大
切
な
証
拠
書
類
と
し
て
与
え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
後
、出
家
し
て
昌
仏
と
号
し
て
い

た
成
亮
は
自
分
の
息
子
、藤
原
顕あ

き
つ
ぐ嗣
に
晴
気
領
を
譲

る
こ
と
を
明
記
し
て
譲
状
を
与
え
た
。
本
文
に
よ
る

と
、兄
弟
の
中
で
心
映
え
の
良
い
顕
嗣
を
選
ん
で
譲

り
、他
の
兄
弟
が
譲
与
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、こ
の
譲
状
を
証
拠
に
し
て
幕
府
に
申
し
出

る
よ
う
に
と
、書
き
置
い
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
は
領
有
権
を
め
ぐ
る
裁
判
が
頻
発
し
、

そ
れ
に
よ
り
訴
訟
制
度
も
細
か
く
整
え
ら
れ
て
現

在
と
同
じ
三
審
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
の

中
で
は「
証
拠
書
類
」が
当
然
重
視
さ
れ
て
、
領
地

を
守
る
証
拠
書
類
と
し
て
、代
々
の
譲
状
が
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
顕
嗣
は
父
の
昌

仏
か
ら
、頼
朝
書
状
と
祖
父
か
ら
父
へ
の
譲
状
も
併

せ
て
譲
与
さ
れ
た
。	

（
河
）

神
宝
館
だ
よ
り
18

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・ご案内

藤原隆頼譲状沙弥昌仏譲状

沖
ノ
島
国
宝
×
藤
原
新
也
写
真
展
　
開
催
中

　
宗
像
大
社
神
宝
館

第
四
十
八
回
　
西
日
本
菊
花
大
会

　
十
一
月
一
日
～
二
十
三
日
　
　

　
宗
像
大
社
辺
津
宮

第
五
十
四
回

（
一
社
）全
日
本
菊
花
連
盟
全
国
大
会
宗
像
大
会

　
十
一
月
十
日
・
十
一
日

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

ご 

案 

内



夏
ま
つ
り
百
円
握
り
固
ま
り
ぬ
シ
ェ
ー
ブ
ア
イ
ス
に
蜜
の
誘
惑	

早
川　
祥
三

�

並
ぶ
露
店
の
前
で
迷
っ
た
幼
い
作
者
。
時
代
に
合
わ
せ
、三
句〈
立
ち
つ
く
す
〉四
句
は 

か
き
氷
の
名
で〈
こ

お
り
苺
の
〉
な
ど
に
。

観
客
席
よ
り
眺
め
て
を
れ
ば
人
工
の
芝
を
こ
ろ
が
る
白
き
硬
球	

佐
々
木
和
彦

�

野
球
観
戦
。
冷
静
過
ぎ
る
感
じ
な
の
で
、
球
の
転
が
っ
た
状
況
を
入
れ
〈
一
、二
塁
間
を
や
ぶ
り
し
速
き
球

な
お
も
転
が
る
人
工
芝
の
上
〉
な
ど
と
し
て
は
。

追
億
の
臨イ
ム
ジ
ン
ガ
ン

律
江
よ
日
暮
れ
ど
き
訴
え
の
よ
う
な
蜩
の
声	

山
﨑　
公
俊

�

追
憶
の
、
と
あ
る
の
で
作
者
は
朝
鮮
半
島
で
過
ご
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
南
北
の
分
断
を
嘆
く
よ

う
な
蜩
。
歌
の
背
景
が
知
り
た
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
月
に
照
ら
さ
る
駐
車
場
帰
り
来
た
ら
ん
車
で
満
て
り	

萩
原　
　
勉

平
和
な
日
常
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
夜
の
駐
車
場
。
二
句
〈
～
照
ら
さ
る
る
〉
四
句
〈
帰
り
来
た
れ
る
〉。

な
が
き
日
を
施
設
に
く
ら
す
今
の
母
羨
や
ま
し
く
も
色
白
美
人	

北
野
カ
ズ
ミ

�

百
歳
を
越
え
た
母
を
見
舞
う
作
者
、
色
白
美
人
と
い
う
見
方
が
女
性
ら
し
く
、
ほ
の
か
な
ユ
ー
モ
ア
も
感
じ

さ
せ
る
。
三
句
を
〈
母
は
い
ま
〉
と
し
た
い
。

一
晩
で
鬼
が
作
り
し
石
段
の
揺
れ
も
不
安
な
下
界
へ
下
る	

吉
﨑
美
沙
子

�

旅
を
楽
し
む
作
者
、
鬼
の
作
っ
た
石
段
は
不
規
則
に
石
が
重
ね
て
あ
り
怖
い
の
だ
。
四
句
は
〈
揺
れ
お
そ
れ

つ
つ
〉」
と
し
て
は
。

歩
行
器
と
共
に
や
ん
わ
り
転
び
し
か
痛
み
無
し
と
て
以
後
は
注
意
す	
山
本　
静
子

�

お
怪
我
が
な
く
て
良
か
っ
た
。
第
三
者
的
な
詠
み
ぶ
り
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
四
・
結
句
〈
痛
み
な
け
れ
ど

以
後
注
意
せ
ん
〉。

頂
き
に
雲
の
か
つ
ら
を
た
ゆ
た
わ
せ
福
智
の
山
は
夏
を
奏
で
る	

本
田
エ
リ
ナ

�

鬘
を
か
ぶ
っ
た
山
が
面
白
い
。
結
句
は
何
を
奏
で
る
の
か
が
分
か
り
難
い
の
で
、
三
句
〈
か
ぶ
り
た
る
〉
結

句
〈
夏
を
指
揮
す
る
〉
と
し
て
は
。

甚
平
や
柄
も
し
ぐ
さ
も
相
似
形	

早
川　
祥
三

身
ご
も
れ
る
子
と
き
て
見
を
り
玄
海
の
島
の
め
ぐ
り
の
潮
の
透
明

中
空
の
か
ぼ
ち
や
に
目
と
口
う
が
ち
ゆ
く
悪
党
ジ
ャ
ッ
ク
の
魂
照
ら
さ
ん
と

◆ 

選 

者 

詠

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
８
６
回

第
６
５
７
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
八
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

世
田
谷
区	

鈴
木　
淳
一

世
田
谷
区	

戸
澤
希
代
子

文
京
区	

本
多　
宗
敬	

五
、〇
〇
〇
円

飯
塚
市	

坂
口
真
由
美

別
府
市	

首
藤　
加
代

北
九
州
市	

早
田　
光
治

北
九
州
市	

山
中　
文
人

札
幌
市	

曲
木
ひ
と
み

札
幌
市	

曲
木　
光
隆

札
幌
市	

曲
木　
　
稜

札
幌
市	

曲
木　
　
快

札
幌
市	

曲
木　
　
楽

札
幌
市	

曲
木
な
ず
な

栗
東
市	

下
原
裕
一
郎

松
戸
市	

宗
像　
浩
子

松
戸
市	

宗
像　
武
久

松
戸
市	

宗
像　
武
瑠

松
戸
市	

番
場　
裕
之

台
東
区	

永
岡　
伸
一

長
崎
市　
下
田 

千
恵
子
・
テ
ル
ヨ

生
駒
市	

豊
﨑　
倫
臣

西
東
京
市	

杉
本
み
ゆ
き

尼
崎
市	

瀧　
惠
美
子

姫
路
市	

平
岡　
哲
人

福
岡
市	

田
中　
　
環

福
岡
市	

大
久　
孝
一

福
岡
市	

小
樋　
有
仁

福
岡
市	

井
戸　
慶
弘

四
、〇
〇
〇
円

熊
本
市　
　

  

山
室 

雅
一
・
淑
子	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義

岐
阜
市　
　

  

渡
辺 

慎
也
・
朱
美

川
口
市	

新
井　
貴
大	

二
、五
〇
〇
円

町
田
市	

浅
見　
　
潤

町
田
市	

浅
見
由
佳
子	

二
、〇
〇
〇
円

大
府
市	

神
谷　
啓
二

大
阪
市	

田
中
つ
ば
さ

熊
本
市	

馬
場
摩
利
子

久
留
米
市	

豊
福　
弘
一

神
戸
市	

辻　
　
良
昭

古
賀
市	

地
下　
雄
晃

桶
川
市	

福
島　
香
織

浜
松
市	

米
田　
　
悟

広
島
市	

寺
本　
真
一

福
岡
市	

山
本　
博
行

福
岡
市	

吉
開　
和
廣

福
岡
市	

神
田　
修
二

宮
崎
市	

滋
井　
邦
晃

宗
像
市	

大
谷　
絵
理



神 か
ん
な
づ
き

無
月
　
第
692号

2018年
10月

1日
発
行（
月
刊
）／
宗
像
大
社
　
〒
811─

3505　
福
岡
県
宗
像
市
田
島
2331　

電
話（
0940）62─

1311（
代
）　
http://w

w
w
.m
unakata-taisha.or.jp/

「
中
今
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

現
在
・
過
去
・
未
来
の
現
在
を
表
す
。
そ
れ
は
祖

先
か
ら
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
我
々
も
懸
命
に
生

き
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ

る
▼
九
月
十
五
日
、
世
界
遺
産
劇
場
で
の
和
楽
器

バ
ン
ド
奉
納
演
奏
終
了
後
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の

一
人
が
気
力
な
く
座
り
込
ん
で
い
た
。
演
奏
に
全

力
を
注
い
だ
証
で
あ
ろ
う
▼
今
を
生
き
た
姿
、
ま

さ
に
「
中
今
」
の
姿
を
見
て
、
感
動
と
共
に
か
っ

こ
よ
さ
を
感
じ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
最
近
、
気
力

果
て
る
ま
で
全
力
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
自

分
を
顧
み
た
▼
和
楽
器
と
神
社
、
形
は
違
う
が
文

化
を
継
承
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
の
は
共
通
で
あ

り
、
伝
統
文
化
を
後
世
に
結
ぶ
使
命
が
私
た
ち
に

は
あ
る
。	

（
黒
）

編
集
後
記

10月 まつりごよみ
───────────────────────────
１日	 みあれ祭・辺津宮入御祭
────────────────────
２日	 例祭	 午前11時
────────────────────
３日	 高宮祭、第二宮第三宮祭、
	 宗像護国神社秋季大祭	 午前10時
	 秋季総社祭	 午前11時
	 南坊流献茶祭	 午後２時
	 高宮神奈備祭	 午後６時
────────────────────
13日	 沖津宮本殿遷座祭	
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
17日	 表千家献茶祭	 午前11時
────────────────────
23日	 沖津宮秋季大祭	 午前９時
	 中津宮秋季大祭	 午前11時
────────────────────
29日	 豊饒祭	 午前11時
────────────────────
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